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1. 今日のため、感謝ささげ、
けん身して主に けつ合され、
いのちのみず われを満たし、
霊よりながれ出て、
あふれてひょう現する。

2. なやまず、うたがわず、
かーみの王こく、義をもとめ、
日々のひつ要、主に告げれば、
ふかきひろき平安、
われをつねにまもる。

3. よろこび、主にいのり、
かん謝するさい 高の生かつ。
主はみなもと、われを供給し、
たくされるものを
最後までまもり通す。

単純な信頼



B 生活の中での卓越した特徴
5あなたがたの謙虚温柔さを、すべての人に知らせなさい。
主は近いのです。
6何事にも思い煩うことなく、あらゆることにおいて、感謝
をささげることを伴う祈りと願い求めによって、あなたがた
の要望を神に知らせなさい．
7そうすれば、人知をはるかに超えた神の平安が、あなたが
たの心と思考を、キリスト・イエスの中で護衛してください
ます。
8最後に、兄弟たちよ、何であれ真実なこと、何であれ誉れ
あること、何であれ義なること、何であれ純粋なこと、何で
あれ愛らしいこと、何であれ好評なこと、またもし何らかの
徳があり、何らかの称賛があるなら、これらをよくよく考慮
しなさい。
9またあなたがたが、私の中で学び、受け、聞き、見てきた
事柄、これらの事柄を実行しなさい．そうすれば、平安の神
はあなたがたと共にいてくださいます。



5節(FN)「近い」:空間と時間において近い。空間的には、

主は私たちに近く、すぐにも助けてくだいます。時間的

には、主は近く、間もなく来られます。

6節(FN)「思い煩うこと」 :すなわち、心配する。思い

煩いはサタンから来ますが、人の生活の総合計であって、

信者がキリストを生きる生活を妨げます。謙虚温柔は神

から来ますが、キリストを生きる生活の総合計です。こ

れらは相反します。

「神に知らせなさい」 :ギリシャ語はしばしば、「と共

に」と訳されます。それは、ある方向の動作を示し、生

ける結合と交流の意味であり、交わりを暗示します。で

すから、ここの「神に」の意味は、「神との交わりの中

で」ということです。



7節(FN)「神の平安」 :祈りの中で神と交わりを実
行した結果は、神の平安を享受することです。神

の平安は実際上、平安としての神であり、私たち
が祈りによって彼と交わることを通して、悩みの
均衡を取る重り、思い煩いの解毒剤として、私た

ちの中へと注入されます。
「護衛」 :あるいは、歩哨に立つ。平安の神は、
キリストにある私たちの心と思考の前を巡回して、

私たちを落ち着かせ、静めてくださいます。



C 信者たちと使徒との交わり、および使徒の満足の秘訣
10しかし、私は主の中で大いに喜びました．なぜなら、
私に対するあなたがたの思いやりが、今ついに新たに開
花したからです．あなたがたはこのことを気にかけてく
れてはいたのですが、機会がなかったのです。
11私は乏しいから言うのではありません．というのは、
私はどんな境遇でも、満ち足りることを学んだからです。
12私は卑しくなる道を知り、また豊かになる道も知っ
ています．あらゆる事において、またいっさいの事柄に
おいて、私は飽くことにも飢えることにも、豊かである
ことにも乏しくあることにも、秘訣を学びました。
13私は、私を力づけてくださる方の中で、いっさいの
事柄を行なうことができるのです。



12節(FN)「あらゆる事において」:「あらゆる事におい
て」は、それぞれの事柄においてを意味します。「いっ
さいの事柄において」は、すべての事柄においてを意味
します。これら二つを加えると、人生の行程におけるす
べての事柄を含みます。パウロはキリストを経験する秘
訣を、すなわち、どんな事でも、どんな場所でも、彼を
経験することを学びました。
13節(FN)「力づけてくださる」:ギリシャ語は、「内側
で活動的にさせる」を意味します。キリストは、私たち
の中に住まわれます。彼は外側からではなく内側から、
私たを力づけ、活動的にさせます。そのように、内側で
力づけられることによって、パウロはキリストの中で、
いっさいの事柄を行なうことができました。



13節(FN) 「方の中で」:パウロはキリストにある
人でした。そして、キリストの中に見いだされる

ことを願っていました。今や彼は、自分を力づけ
てくださるキリストの中でいっさいの事柄を行な
うことができる、と宣言しました。これは、彼の

キリスト経験についての、すべてを含む、結論の
言葉です。それは、私たちと主との有機的関係に
ついての主の言葉、「あなたがたは私を離れては

何をすることもできない」の裏返しです。



祈り読み

6何事にも思い煩うことなく、あらゆ
ることにおいて、感謝をささげること
を伴う祈りと願い求めによって、あな
たがたの要望を神に知らせなさい．



※もっと詳しく読みたい場合はこちらのサイトにアクセスしてください


